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研究の目的
探査機リモートセンシングデータ
を用いた火星大気環境の研究
野口克行、上田真由（奈良女子大）
入江仁士（千葉大）
林寛生（富士通FIP)
火星探査機による大気リモートセンシング観
測から得られた気温、雲、ダストの統計解析
各物理量の相互作用と、
火星気象・気候に与える影響を評価
昨年度からの進展
• 1火星年分のデータを追加（計5火星年分）
•新アルゴリズムに基づく導出データの使用
ー従来の球対称構造仮定(2次元構造を無視）から、
2次元構造の考慮ヘ
•各物理量の相関係数を求め、定量的な評価
を実施
戸
米国の火星探査機 MRO
(Mars Reconnaissance Orbiter) 
赤外放射計 MCS
(Mars Climate Sounder) 
一」
● 99, 
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・パンドパスフィルタ式、リム（大気縁）観測
・鉛直分解能： 5km（火星大気のスケールハイトの約半分程度）
•高度範囲 ： 地表～高度80km
・解析の際は、 Ls（時間）、緯度、経度それぞれで5度毎で平均、格
子化して、 netCDF化［野口と林、 2017]
• netCDFファイルは、奈良女サーバで公開
で
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これまでの結果
・ヘラス盆地（火星最大級の
地形の一つ、南半球）上空
付近において、
ーダストの極大
ー気温の極大
ー水氷雲量の極小
・考えられるシナリオ
1. 浮遊ダストの増大により太陽光
（可視光）の吸収が増加
2. 周囲の大気が加熱
3. 水氷雲が蒸発、減少
気
圧
気
圧
経度
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各物理量間の東西構造の相関係数
ある紐度・高度にお1ナる、 2つの物理呈の経度方向の分布の相関係数を計算
気圧 ダストVS気温 水氷謳vs気温 ダストVS水氷 =
-. ..“' ―.....一，．
：口 と奇ョ―:1.4•二．．．．．
．彗弓：三、；こ卜：；
• しかし、ダストと水氷雲が正相関を持つ領域もある
➔ダストが凝結核の役割を持つ為に、水氷雲が増加？
圭
・火星探査機MRO搭載の赤外放射計MCSによる、
水氷雲・気温・ダストの相関を調べた
・ヘラス盆地周辺において、
ー気温の極大
ーダストの極大
ー水氷雲量の極小←ダストとは負相関
•他の領域では、 ヘラス盆地とは逆の相関を示す
物理量がある（ダストVS水氷雲に正相関）
➔今後の研究課題、数値モデル等との比較
• netCDF化したMCSデータを奈良女サーバで公開
ー他の研究者にも広く利用されることを期待
